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古紙配合率１００％再生紙を使用しています 守ろう環境　マイバッグ
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自
転
車
は
、
環
境
に
も
や

さ
し
く
便
利
な
乗
り
物
で
す

が
、
そ
の
手
軽
さ
ゆ
え
、
無

意
識
に
「
放
置
」
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
「
こ
こ
な
ら
邪
魔

に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。」「
自

分
の
一
台
く
ら
い
な
ら
。」

と
、
つ
い
置
い
て
し
ま
っ
た

自
転
車
が
誰
か
の
迷
惑
に
な

っ
て
い
る
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
自
転
車
も

一
人
前
の
交
通
機
関
。
自
転

車
に
乗
っ
た
ら
あ
な
た
も
ド

ラ
イ
バ
ー
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
自
転
車
の

適
切
な
「
乗
り
方
、
置
き
方
、

管
理
の
仕
方
」
を
意
識
す
る

こ
と
で
、
安
全
で
快
適
な
ま

ち
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

◇
区
内
の
駅
前
放
置
自
転
車

は
、
一
日
約
九
〇
〇
〇
台
、

撤
去
台
数
は
年
間
約
六
万
二

〇
〇
〇
台
（　

年
度
）

１３

　

放
置
自
転
車
で
歩
道
が
ふ

さ
が
れ
て
い
て
、
や
む
な
く

車
道
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
危
な
い
思
い
を
し
た
り
、

人
を
よ
け
よ
う
と
し
て
放
置

自
転
車
に
ぶ
つ
か
っ
て
怪
我

を
し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

置
い
た
人
に
と
っ
て
は
何

で
も
な
く
て
も
、
車
い
す
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
目
の
不
自
由

な
方
、
小
さ
な
子
ど
も
や
高

齢
者
な
ど
に
と
っ
て
は
、
放

置
自
転
車
は
凶
器
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災
害
時

や
救
急
活
動
の
障
害
に
も
な

り
ま
す
。

　

自
転
車
を
利
用
す
る
時

は
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
で
安
全

な
運
転
と
駐
輪
マ
ナ
ー
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
「
撤
去
」
だ
け
で
も
、「
行

政
」
だ
け
で
も
解
決
で
き
な

い
！

　

大
き
な
社
会
問
題
と
も
な

っ
て
い
る
こ
の
自
転
車
を
め

ぐ
る
状
況
を
改
善
す
る
た

め
、「
杉
並
区
サ
イ
ク
ル
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

行
政
だ
け
で
な
く
、
区
民

の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
方
々

と
と
も
に
、
自
転
車
の
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
視
点
か
ら
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、

自
転
車
問
題
は
解
決
で
き
ま

せ
ん
。

◇
ゆ
と
り
と
思
い
や
り
と
健

康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　

歩
け
る
距
離
な
ど
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
が
、
駅
か
ら
徒

歩
一
〇
分
以
内
の
方
は
、
健

康
の
た
め
に
も
で
き
る
だ
け

歩
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
放
置
」
と
は　

　

仕
事
や
買
物
な
ど
で
あ
っ

て
も
、
道
路
な
ど
公
共
の
場

所
に
置
い
て
自
転
車
か
ら
離

れ
、
す
ぐ
に
移
動
で
き
な
け

れ
ば
「
放
置
」
で
す
。

　

各
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
輪

場
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、自
転
車
対
策
係
へ
。

eeエエココシシーールルののししくくみみ

１１月3日
�

から

おお買買いい物物のの際際、、エエココシシーールル
事事業業加加盟盟店店でで、、レレジジ袋袋（（ププララ
ススチチッックク製製））をを辞辞退退ししたた場場合合、、
おお店店かからら１１枚枚シシーールルををおお渡渡しし
ししまますす。。シシーールルをを台台紙紙「「すすぎぎ
ななみみエエココシシーールルおお買買いい物物券券
（（略略称称・・エエココ券券））」」にに２２５５枚枚貼貼りり、、

は

加加盟盟店店にに持持参参すするるとと、、１１００００円円のの
おお買買いい物物券券ととししてて利利用用ででききまま
すす。。
ままたた、、教教育育やや福福祉祉ななどどのの公公
共共的的なな団団体体でで、、備備品品ななどどのの充充
実実をを目目的的ととししてて収収集集ししたたエエココ
券券ににつついいててはは、、１１００％％割割増増ををしし
てて区区内内共共通通商商品品券券とと換換金金をを行行
うう仕仕組組みみをを検検討討ししてていいまますす。。

eeシール配布と利用についてシール配布と利用について

困
り
ま
す
！
自
転
車
置
き
ざ
り　

知
ら
ん
ぷ
り

駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
前前前前前前前前前前前前前前前前前
放放放放放放放放放放放放放放放放放
置置置置置置置置置置置置置置置置置
自自自自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転転転転
車車車車車車車車車車車車車車車車車

ククククククククククククククククク
リリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
ンンンンンンンンンンンンンンンンン
キキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ンンンンンンンンンンンンンンンンン
ペペペペペペペペペペペペペペペペペ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
ンンンンンンンンンンンンンンンンン

�１０月２２日�
　　～３１日�

ここれれままででササーービビススととししててレレジジ袋袋をを出出ししてていいたたおお店店ででおおおおむむねね
２２００００円円以以上上のの買買物物ををしし、、レレジジ袋袋のの使使用用をを辞辞退退さされれたた場場合合にに、、１１
回回のの買買物物ででシシーールル１１枚枚をを配配布布ししまますす。。小小ささいい商商品品やや雑雑誌誌ななどどのの
単単品品のの場場合合、、シシーールルはは配配布布ししまませせんん。。
２２５５枚枚ののシシーールルをを貼貼っったたエエココ券券はは、、

は

住住所所・・氏氏名名ををごご記記入入のの上上、、１１００００円円以以
上上のの買買物物のの際際ににごご利利用用くくだだささいい。。なな
おお、、加加盟盟店店にによよっっててははエエココ券券がが利利用用
ででききなないいももののももあありりまますす。。エエココ券券のの
利利用用期期限限はは、、１１７７年年２２月月２２８８日日ままでででですす。。

※シールは、お手数です
が家庭用の水溶性のノリ
で台紙に１枚づつ貼って
ください。エコ券は回収
後、再生利用します。

　

下
井
草
在
住
の
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
小
柴

昌
俊
先
生
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
柴
先
生
に
は
、
科

学
館
で
区
民
の
皆
さ
ん
に
「
素
粒
子
と
宇
宙
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
地
域
で
も
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
受
賞
を
、お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ee利利用用ででききるるおお店店
区区内内のの加加盟盟店店スステテッッカカーーがが貼貼っっててああ

は

るるおお店店でで、、シシーールルとと台台紙紙をを配配布布すするるとと
ととももにに、、エエココ券券のの利利用用ががででききまますす。。
加加盟盟店店リリスストトはは、、１１１１月月かからら各各加加盟盟店店

でで配配布布ししまますす。。ままたた、、区区ホホーームムペペーージジ
ににもも掲掲載載ししまますす。。
ななおお、、大大型型ススーーパパーーななどどはは、、加加盟盟店店

のの対対象象ででははああ
りりまませせんんののでで
利利用用ででききまませせ
んん。。
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お買い物の際、レジ袋を受け取らず、シール２５枚を集めると１００円のお買い物ができる「すぎな
みエコシール事業」が区内でスタートします。ぜひ、買物袋を持参し、レジ袋の削減にご協力
ください。
　　――問い合わせは、杉並区エコシール運営委員会事務局（経済勤労課レジ袋削減担当）へ。

※すぎなみエコシール事業は、区内の商業者と消費者が一体となってレジ袋の削減を進めるも
ので、区が運営補助を行い「杉並区エコシール運営委員会」が実施するものです。

���������

　エコシール事業に参加していただける加盟店を次のとおり募
集しています。ぜひ、お申し込みください。
・区内の小売店で、売り場面積が５００�未満であること。
・通常、レジ袋（プラスチック製）を取り扱っていること。

�中面
�
表
面
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１４（２００２）年１０月２１日（月曜日）

●新たな基本目標と主な施策　　※（新）は新規施策

概　　　　　要施　　　策基本目標

「地域省エネルギービジョン」による、区内のCO2などの温室効果ガス削減目標の達成を図るた
め､区民、事業者への働きかけや各種の削減施策を推進します。（新）地球温暖化対策の実施

１ 持続的発展が可能
なまちをつくる

CO2の排出量削減および再生可能なエネルギーの普及のため、住宅用太陽光発電設備の購入助成
を行います。（新）自然エネルギーの導入助成の実施

容器リサイクル法の対象となるプラスチックの分別収集を拡大し、不燃ごみを減量することによ
り、１０年後に杉並中継所の廃止をめざします。プラスチックの分別収集の実施

公園樹木や街路樹等の剪定枝や落ち葉などの再利用を拡大し､焼却ごみの減量化とリサイクルを
推進します。みどりのリサイクルの推進

自動車中心の交通体系から、自転車などへの移行を進めるため、自転車利用環境の整備を進め､南
北バス交通の拡充に努めます。自動車交通量の抑制

大気汚染の原因となる窒素酸化物や浮遊粒子状物質、並びにCO2の発生量の少ない低公害車を導
入する団体、事業者に対して、導入経費の助成を行います。（新）低公害車の導入助成の実施

２ 健康と暮らしの安
全を守るまちをつ
くる

燃焼温度が低く、ダイオキシンを発生させやすい、いわゆる「野焼き」を抑制し、排煙や悪臭を
防止します。廃棄物の屋外焼却の抑制

燃焼温度が低く、ダイオキシンを発生させやすい小型焼却炉を回収し、発生を抑制します。小型焼却炉の回収

事業所における化学物質使用量・廃棄量を把握し、適正管理を促します。適正管理化学物質の把握
建物の新築、改修時における有害化学物質を含む建材などの使用を抑制するとともに、解体時に
おける建設廃棄物の適正処理を推進します。

建物から出る有害化学物質の対策（シック
ハウス､シックスクール対策）

緑化推進のため、区の出資金や区民、事業者からの寄付金によるみどりの基金を効果的に運用し
ます。（新）みどりの基金の運営

３ 自然環境が保全さ
れ、さまざまな生
き物が生息できる
まちをつくる

区民のボランティアによる緑化活動に対し、緑化推進団体の育成やみどりの表彰制度の実施など
の支援を行います。（新）みどりのボランティア活動への支援

公園緑地などのみどりと、住宅や公共施設に点在するみどり、さらに善福寺川や神田川に沿った
みどりなどを結び付け、生物の生息空間のネットワークを形成します。みどりのベルトの創出

ヒートアイランド現象の緩和や魅力的な景観づくりのため、事業所・マンションなどの植栽空間
の少ない敷地における屋上・壁面緑化を支援します。屋上・壁面緑化の助成

雨水浸透設備の普及、透水性舗装の拡大などにより、水循環の回復を図り、地下水を涵養します。水循環の回復

住民によるごみ集積所の適正管理を指導・支援します。（新）ごみ集積所の適正管理４ 魅力ある快適なま
ちなみをつくる 駅周辺ごみの夜間収集・折りたたみ式ごみ収集ボックスの設置・カラスネットの配付などのモデ

ル事業を実施し、効果的な対策を検討します。（新）カラス対策の推進

環境配慮行動に取り組もうとする区民が自ら組織する「すぎなみ環境カエルくらぶ」の活動と運
営を支援し、環境に配慮した行動が広く地域に定着するように図ります。

（新）「すぎなみ環境カエルくらぶ」の活動支
援５ 区民、事業者、区

がともに環境を考
え、行動するまち
をつくる

区民、事業者、環境団体などが、情報収集、意見交換や政策提言などができるよう、(仮称)環境・
リサイクルセンターを活用して、活動の場、情報の集まる広場を創ります。（新）環境情報や活動のネットワークを創る

区民が企画に参加する環境学習講座を開催し、地域活動の核となるリーダーを養成します。（新）環境学習講座の充実とリーダーの養成
インターネットを通じて、区の環境情報にアクセスできる「杉並環境マップ」を作成し、区民の
環境学習や活動を支援します。（新）杉並環境マップの作成
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��杉杉並並区区環環境境基基本本計計画画改改定定のの経経緯緯
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１二酸化炭素の排出量について、２０１０年までに
京都議定書の達成を目指します。　
２ごみ量を23区で最少にし、さらに２０％削減し
ます。　
３私たちは、まず杉並から「有害化学物質」を
減らしていきます。

４善福寺川、神田川沿いのみどりを中心に、杉
並区をみどりの道でつなぎます。

��重重点点挑挑戦戦ププロロググララムム

――問い合わせは、環境課へ。

つく

� �� � �����������

　ハガキ、ファクスFAX３３１２‐２３１６のほか、区ホーム
ページで１１月２９日�までに環境課にお寄せくださ
い。　また、１１月７日�午後６時３０分から、産業商工
会館３階講堂（阿佐谷南３‐２‐１９）で「環境基本
計画素案の説明会」を開催します。

皆さんのご意見をお寄せください。

せん

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉
並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基

「
杉
並
区
み
ど
り
の
基

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

金
」
を
創
設
し
ま
し
た 

―
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

こ
の
基
金
は
、
区
民
・
事
業

者
お
よ
び
区
の
協
働
の
も
と

に
、
緑
化
活
動
を
行
う
人
材
の

育
成
を
は
じ
め
と
す
る
、
区
内

の
み
ど
り
の
保
全
お
よ
び
緑
化

推
進
を
図
る
た
め
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

○
基
金
で
行
う
事
業

　

緑
化
推
進
を
願
う
区
民
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金

や
区
か
ら
の
積
立
金
を
原
資
と

し
て
、次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

区
内
の
み
ど
り
の
保
全
お
よ

び
緑
化
の
推
進
の
た
め
に
は
、

そ
れ
を
支
え
る
人
が
大
切
で
あ

り
、
人
こ
そ
が
杉
並
の
財
産
で

す
。
こ
の
た
め
、
み
ど
り
へ
の

関
心
が
高
ま
る
き
っ
か
け
づ
く

り
や
、
み
ど
り
の
活
動
へ
の
支

援
と
い
っ
た
人
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

�
未
来
（
あ
す
）
を
拓
（
ひ
ら
）

く
み
ど
り
の
人
づ
く
り

　

体
験
学
習
や
専
門
講
座
の
開

催
、
樹
名
板
の
作
成
・
取
付
費

な
ど

�
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
対
す
る
助
成

　

ま
た
、
基
金
の
規
模
が
大
き

く
な
っ
た
際
に
は
、
さ
ら
に
民

有
樹
木
の
保
全
や
貴
重
な
植
物

自
生
地
の
土
地
の
購
入
な
ど
を

行
い
ま
す
。

○
税
制
上
の
優
遇
措
置

　

こ
の
基
金
に
対
す
る
寄
附
金

に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
や
法

人
税
法
で
の
優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
。
基
金
の
趣
旨
を
ご
理
解

の
う
え
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

�
公
園
緑
地
課
み
ど
り
の
係

問

かん
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１４（２００２）年１０月２１日（月曜日）

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�
区
制
施
行
七
〇
周
年
記
念 

す
ぎ
な
み
の
表
現
者
た
ち 

Ｖ
ｏ
ｌ . 
１　

ア
ー
ト
ス
コ

ー
プ
―
ワ
タ
シ
の
内
側
／
ア

ナ
タ
の
外
側

　

六
人
の
美
術
作
家
が
、
生
活

者
の
ひ
と
り
と
し
て
「
私
」
と

い
う
存
在
の
ゆ
ら
ぎ
と
向
き
合

い
、
現
在
を
表
現
し
ま
す
。「
ワ

タ
シ
／
自
己
」
と
「
ア
ナ
タ
／

他
者
」
そ
し
て
社
会
を
、
内
か

ら
外
か
ら
、
作
品
に
透
過
し
う

つ
し
出
し
ま
す
。

�
美
術
展

　

�　

月
８
日
�
〜　

日
�
午

１１

２４

前　

時
〜
午
後
７
時
（
月
曜
休

１０
館
、
土
・
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

�
出
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
＝
井
上

リ
サ
、
沖
啓
介
、
川
上
和
歌
子
、

鈴
木
淳
子
、
西
村
智
弘
、
三
品

幸
彦
�
三
〇
〇
円
（
高
校
生
以

下
無
料
）

�
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
話
そ
う　

�
�　

月　

日
�
午
後
７
時
〜

１１

１４

８
時　

分
�　

月　

日
�
午
後

３０

１１

１５

７
時
〜
８
時　

分
�
出
演
ア
ー

３０

テ
ィ
ス
ト
＝
�
井
上
リ
サ
、
西

村
智
弘
�
沖
啓
介
、
鈴
木
淳
子

☆

　

�
�
�
と
も
に
杉
並
会
館
ギ

時
内

費

時

内

場

ャ
ラ
リ
ー（
上
荻
３
―　

―
５
）

２９

�
当
日
、
直
接
会
場
へ

�
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
遊
ぼ
う

▽
川
上
和
歌
子
「
ワ
カ
コ
と
お

で
か
け
・
お
ぎ
く
ぼ　

ほ
の
ぼ

の
ア
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
ク
」

　

�　

月
９
日
�
午
前　

時　

１１

１０

３０

分
〜
午
後
４
時　

分
�
皆
さ
ん

３０

自
身
の
「
ひ
と
が
た
」
を
作
り
、

荻
窪
の
街
に
繰
り
出
し
て
、
記

念
写
真
を
撮
影
し
ま
す

▽
三
品
幸
彦
「
流
さ
れ
た
水
を

追
え
―
Ｓ
Ｇ
Ｎ
Ｍ
探
偵
団
の
下

水
道
追
跡
マ
ッ
ピ
ン
グ
ゲ
ー

ム
」

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１６

１０

午
後
４
時　

分
�
ふ
だ
ん
何
気

３０

な
く
ト
イ
レ
や
台
所
か
ら
流
し

て
い
る
排
水
。
下
水
道
の
か
ら

く
り
を
ア
ー
ト
パ
ワ
ー
で
あ
ば

き
ま
す
�
五
〇
〇
円（
入
場
料
・

参
加
費
は
当
日
会
場
で
の
支
払

い
）
�
区
内
在
住
の
小
学
校
三

年
生
以
上
の
方
�
各
回
一
五
名

程
度
（
抽
選
）
�
往
復
ハ
ガ
キ

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
記
入
例
参

照
）
に
、
学
年
・
フ
ァ
ク
ス
番

号
、
参
加
希
望
日
も
書
い
て
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
文

１０

３１

化
・
交
流
協
会
文
化
係
（
〒　
１６７

‐
０
０
４
３
上
荻
３
―　

―
５

２９

杉
並
会
館
内
）
へ
�
参
加
者
の

作
品
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作

品
と
共
に
区
役
所
二
階
「
区
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
展
示
し
ま
す

☆

　

�
同
係
�
５
３
１
１
‐
７
０

申
時

内

時

内

費
対

定申
他

問

３
５

�
杉
並
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団 

定
期
演
奏
会

　

�　

月　

日
�
午
後
２
時
開

１１

２４

演
（
１
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

�
杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―　
２３

―　

）
�
指
揮
＝
山
本
富
雄
▽

１５
曲
目
＝
「
ど
ろ
ぼ
う
か
さ
さ
ぎ

序
曲
」（
ロ
ッ
シ
ー
ニ
）、「
ガ
イ

ー
ヌ
」（
ハ
チ
ャ
ト
リ
ア
ン
）、

「
交
響
曲
第
７
番
」（
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
）
�
一
一
七
六
名
�
一
〇

〇
〇
円
（
全
席
自
由
）
�
・
�

電
話
で
、
杉
並
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
・
寺
嶋
�
５
４

９
８
‐
３
４
２
８
へ

◇
区
民
一
〇
〇
名
無
料
招
待

　

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、　

月
５
日（
必
着
）ま

１１

で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―

１６６

２２

　

）
へ
（
抽
選
）
�
同
セ
ン
タ

３２ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

�
区
制
施
行
七
〇
周
年
記
念

特
別
展 

杉
並
の
地
図
を
よ
む 

―
描
か
れ
た
も
の
・
隠

さ
れ
た
も
の
―

　

地
図
を
読
み
解
く
面
白
さ
、

地
図
の
魅
力
を
杉
並
と
い
う

「
ま
ち
」
と
の
関
わ
り
で
探
っ

て
行
き
ま
す
。

　

会
期
＝　

月　

日
�
〜　

月

１０

２６

１２

８
日
�

時
場

内定

費申

問

申

問

　

�
主
な
展
示
品
＝
杉
並
の
描

か
れ
た
伊
能
図
（
写
真
）、
明
治

　

年
フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
地
図

１３（
原
図
）、昭
和
初
年
の
三
千
分

の
一
地
図
、
昭
和　

・　

年
米

２２

２３

軍
撮
影
空
中
写
真
、
鉄
道
沿
線

図
▽
体
験
コ
ー
ナ
ー
＝
空
中
写

真
を
立
体
的
に
み
る
、
パ
ソ
コ

ン
で
最
新
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
体

験◇
関
連
行
事

　

�
・
�
�　

月
３
日
�
＝
講

１１

演
会
「
地
図
の 
愉 
し
み
」（
泉
麻

た
の

人
）
�　

月　

日
�
＝
Ｖ
Ｔ
Ｒ

１０

２７

鑑
賞
会
「
昔
の
杉
並
風
景
を
見

る
」（
区
制
二
〇
周
年
、
四
〇
周

年
の
記
念
映
画
）
／
い
ず
れ
も

午
後
２
時
〜
�
郷
土
博
物
館
二

階
視
聴
覚
室
�
各
八
〇
名
（
先

着
順
）
�　

月
４
日
�
・　

日

１１

１０

�
・　

日
�
・　

日
�
・　

日

１７

２３

２４

�
午
後
２
時
〜
＝
フ
ロ
ア
ト
ー

ク（
博
物
館
職
員
に
よ
る
解
説
）

☆

　

�
郷
土
博
物
館
（
大
宮
１
―

　

―
８
�
３
３
１
７
‐
０
８
４

２０１
）
�
�
開
館
時
間
＝
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後

４
時　

分
ま
で
）
�
観
覧
料
＝

３０

一
〇
〇
円
（
二
〇
人
以
上
の
団

体
八
〇
円
）
中
学
生
以
下
無
料

�
期
間
中
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

日
（　

月
４
日
は
開
館
）、　

月

１１

１１

５
日
�
・　

日
�
�
車
で
の
来

２１

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

�
東
京
西
部
保
健
生
活
協
同
組
合 

健
康
ま
つ
り

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

２７

１０

午
後
２
時
（
雨
天
の
場
合
は　
１１

月　

日
�
に
延
期
・
区
後
援
）

１０
�
蚕
糸
の
森
公
園
遊
び
の
ひ
ろ

ば
（
和
田
３
―　

―　

）
�
�

５５

３０

体
力
測
定
�
体
脂
肪
測
定
�
う

た
ご
え
喫
茶
�
模
擬
店
な
ど
�

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
健
康
ま

内時

内

場定

問
他

時
場

内
申

問

つ
り
実
行
委
員
会
�
３
３
１
４

‐
２
３
０
９

ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ピ
ク
ニ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　

�　

月
３
日
�
午
前　

時
〜

１１

１１

午
後
２
時
（
区
後
援
）
�
蚕
糸

の
森
公
園
遊
び
の
ひ
ろ
ば
（
和

田
３
―　

―　

）
�
無
料
�
当

５５

３０

日
、
直
接
会
場
へ
�
関
東
ハ
ー

モ
ニ
カ
連
盟
・
内
藤
�
３
３
３

８
‐
９
３
６
７

杉
並
区
農
産
物
品
評
会

　

�
・
�　

月
３
日
�
�
観
覧

１１

＝
午
後
０
時　

分
〜
２
時
�
販

３０

売
＝
午
後
２
時
〜
５
時
（
売
り

切
れ
次
第
終
了
）
�
式
典
＝　
１１

月
４
日
�
午
後
１
時　

分
〜
２

３０

時　

分
�
産
業
商
工
会
館
（
阿

３０
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
�
当
日
、

１９

直
接
会
場
へ
�
都
市
農
業
係
�

買
い
物
袋
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

植
物
観
察
会

　

�　

月
９
日
�
午
前　

時
〜

１１

１０

正
午
（
雨
天
実
施
）
�
集
合
場

所
＝
「
大
宮
八
幡
前
」
バ
ス
停

前
（
大
宮
八
幡
宮
表
参
道
入
口

付
近
）
�
杉
並
植
生
研
究
会
・

五
味
一
光
ほ
か
�
五
〇
名
�
無

料
�
電
話
で
、
環
境
課
環
境
都

市
推
進
担
当
へ
（
先
着
順
）
�

同
担
当

�
ゆ
う
杉
並
交
流
の
つ
ど
い

２
０
０
２ 

私
た
ち
は
地
球
村
の
守

り
手
―
ウ
リ
ヌ
ン
チ
グ

チ
ョ
ン
パ
ス
ッ
ク
ン
―

　

�　

月
２
日
�
午
後
１
時　

１１

３０

分
〜
（
区
共
催
）
�
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
１
―　
５６

―
３
ゆ
う
杉
並
）
�
第
一
部
・

ひ
と
り
芝
居
「
在
日
三
代
史
」

（
高
麗
博
物
館
館
長
・
宋
富
子
）

時

場

費

申

問

時

内場

申

問

他

時

場

師

定

費

申

問

時

場内

／
第
二
部
・「
韓
国
の
う
た
を 
識 し

ろ
う
―
ウ
リ
ヌ
ン
チ
グ
チ
ョ
ン

パ
ス
ッ
ク
ン
を
い
っ
し
ょ
に

―
」（
作
曲
家
・
岡
田
京
子
）
�

無
料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４

４
１
０　済

美
親
子
運
動
会

　

障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方

も
、共
に
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

　

�　

月
３
日
�
午
前　

時　

１１

１０

３０

分
〜
午
後
３
時
�
済
美
小
学
校

（
堀
ノ
内
１
―　

―　

）
／
雨

１７

２４

天
の
場
合
は
大
宮
中
学
校
（
堀

ノ
内
１
―　

―　

）
�
徒
競
走
、

１６

３８

紅
白
対
抗
玉
入
れ
、
綱
引
き
な

ど
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７

‐
６
６
２
１　

３
３
１
７
‐
６

FAX

６
２
０
ま
た
は
済
美
会
�
３
３

１
２
‐
０
５
６
６　

３
３
１
２
‐

FAX

２
９
０
０

�
区
制
施
行
七
〇
周
年
記
念 

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１７

１１

午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は　
２４

日
�
に
延
期
・
区
後
援
）
�
荻

窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
デ
ッ

キ
、
八
階
屋
上
（
上
荻
１
―
９

―
１
）

▽
出
店
者
募
集

　

�
区
内
在
住
・
在
勤
の
方（
業

者
は
不
可
）
�
二
階
デ
ッ
キ

（
一
・
五
ｍ
四
方
）、
八
階
屋
上

（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ
も
一

区
画
二
〇
〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ

キ
（
記
入
例
参
照
・
往
復
ハ
ガ

キ
以
外
は
無
効
）
に
出
店
希
望

場
所
も
書
い
て
、　

月　

日（
必

１０

３１

着
）
ま
で
に
荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
事
務
局
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
４
阿
佐
谷
南
３
―
４
―　

―
１９

　

）
へ
（
抽
選
）
�
同
事
務
局

２０３�
３
３
９
８
‐
１
５
４
３

費

申

問

時

場

内

申

問

時

場

対

費

申問

�
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ッ
ジ
�

バ
ス
見
学
会

　

�　

月　

日
�
午
前
８
時
集

１１

１１

合
・
午
後
６
時
解
散
�
集
合
場

所
＝
Ｊ
Ｒ
阿
佐
ケ
谷
駅
南
口
中

杉
通
り
三
井
住
友
銀
行
前
（
リ

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
前
か

ら
乗
車
も
可
）
�
区
内
在
住
・

在
勤
の
方
�
使
用
済
ア
ル
ミ
缶

を
溶
解
し
缶
材（
イ
ン
ゴ
ッ
ト
）

と
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
一
環
処
理

工
場
（
新
菱
ア
ル
ミ
リ
サ
イ
ク

ル
小
山
工
場
）
の
見
学
�
四
〇

名
�
三
〇
〇
円
（
資
料
・
保
険

料
）。昼
食
は
御
殿
場
で
自
己
負

担
�
・
�
電
話
で
、　

月　

日

１０

３０

ま
で
に
杉
並
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

�
５
３
７
３
‐
８
９
４
１
（
日
・

月
曜
、
祝
日
休
業
）
へ

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

�　

月
７
日
�
午
前　

時
〜

１１

１０

　

時　

分
�
集
合
場
所
＝
上
井

１１

３０

草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３

―
８
―　

）
�
コ
ー
ス
＝
石
神

１９

井
川
沿
い
を
歩
い
て
武
蔵
関
公

時

場

対

内

定

費申

問

時

場
内

園
ま
で
�
無
料
�
当
日
、
直
接

集
合
場
所
へ
�
同
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
�

運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い

「
能
」
―
そ
の
美
し
き

品
 々

装
束
・
面
・
扇
な
ど
の
展
示
会

　

�　

月　

日
�
〜　

月
１
日

１０

２８

１１

�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�
区

役
所
二
階
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
�

無
料
�
能
装
束
、
面
、
扇
、
写

真
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
�
杉
並

で
能
楽
を
楽
し
む
会
事
務
局
�

５
９
３
０
‐
０
３
４
５

い
た
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
ル

　

�　

月　

日
�
午
前
９
時　

１０

２６

３０

分
〜
午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

�
い
た
る
セ
ン
タ
ー
（
天
沼
１

―　

―　

）
�
衣
類
、
家
電
製

１５

１８

品
、
贈
答
品
、
日
用
雑
貨
な
ど

の
バ
ザ
ー
ル
�
当
日
、
直
接
会

場
へ
�
�
い
た
る
臨
床
指
導
発

達
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
２
‐
７

３
４
６

費

申
問

他

時

場
費

内

問

時
場

内申

問
（ 福 ）

◆リサイクルひろば高井戸１１月の講習会◆

締切日応募方法参加費定員日　　　時講習会名

―電話で
先着順１００円各日

３名

１０月２９日∏、１１月４
日≥・８日ª午前１１
時～正午

生ごみたい肥相談
コーナー

１０月
２７日

往　復
ハガキ３００円各回

１０名
２日ºA午後１時～
　　　B２時３０分～包丁研ぎを習おう

―当　日
先着順１００円２０名３日¥午後１時～牛乳パックからティ

ッシュボックス作り

―電話で
先着順

５００円６名４日≥午前１０時３０分
～１１時３０分

自転車の手入れ方
法

４００円１０名４日≥午後１時３０分
～２時３０分

自転車のパンクの
直し方（自宅で修
理できる方法）

６００円１０名４日≥・１８日∑午後
１時３０分～３時３０分

リフォーム相談（着
物から簡単な洋服）

１１月
７日

往　復
ハガキ２００円１５名１９日∏午後１時３０分

～３時３０分
ハンカチからピエ
ロ人形
※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２高井戸東３
‐７‐４@３３３１‐４３６０水・木曜日休館）へ。ハガキ記入例参照（締切日必着）。
申し込み多数の場合は、抽選。

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢　E性別

F電話番号

（１人１枚）

�

�

�
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平成１４（２００２）年１０月２１日（月曜日）

福
祉
バ
ザ
ー

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１６

１１

午
後
３
時
�
共
同
作
業
所
・
工

房
ラ
ル
ゴ
（
上
荻
４
―　

―　
２９

１２

ケ
イ
シ
ョ
ー
Ａ
・
ｒ
・
ｋ
２
―

　

）
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

１０１工
房
ラ
ル
ゴ
�
３
３
９
９
‐
１

３
３
８
�
日
用
・
贈
答
品
、
衣

類（
新
品
同
様
の
も
の
）が
あ
れ

ば
、
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

�
映
画
上
映
会 

地
球
交
響
曲
第
一
番

　

�　

月
３
日
�
午
後
２
時
〜

１１

４
時
（
１
時　

分
開
場
・
区
後

３０

援
）
�
桃
井
第
二
小
学
校
体
育

館
（
荻
窪
５
―　

―　

）
�
中

１０

２５

学
生
以
上
一
〇
〇
〇
円
、
小
学

生
五
〜
六
年
生
四
〇
〇
円
（
小

学
生
四
年
生
以
下
は
入
場
不

可
）
�
・
�
電
話
で
、
ル
リ
ズ

ア
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�
３

３
９
１
‐
４
９
３
９
へ

�平
等
、
平
等
と
い
う
け

れ
ど
―
男
女
平
等
社
会
の 

実
現
に
向
け
て
・
杉
並
区 

の
場
合

　

�
・
�
左
表
の
と
お
り
（
区

時

場

申

問

他

時
場

費

申

問

時

内

共
催
）
�
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
（
荻
窪
１
―　

―
３
）
／

５６

　

年
１
月　

日
の
み
セ
シ
オ
ン

１５

１５

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）
�

２２

３２

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　
１８

歳
以
上
の
男
女
�
三
〇
名
（
先

着
順
）
�
無
料
�
当
日
、
直
接

会
場
へ
�
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３
‐

４
４
１
０
�
託
児
（
１
歳
〜
就

学
前
）
希
望
の
方
は
、
フ
ァ
ク

ス
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
と
お

子
さ
ん
の
名
前
・
年
齢
を
書
い

て
開
催
日
の
五
日
前
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
連
続
講
座
担
当　

３
FAX

３
９
３
‐
４
７
１
４
へ

�
区
制
施
行
七
〇
周
年
記
念

す
ぎ
な
み
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
２

 
美  
味 
し
く
て
体
に
い
い

お 

い

ナ
チ
ュ
ラ
ル
デ
ザ
ー
ト

講
習
会

　

�　

月　

日
�
午
後
２
時　

１１

１６

３０

分
〜
４
時　

分
（
区
共
催
）
�

３０

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
調

理
室（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

�
料
理
研
究
家
・
中
島
デ
コ
�

三
〇
名
（
先
着
順
）
�
一
二
〇

〇
円
（
材
料
費
別
）
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
す
ぎ
な
み
環
境
保
全
フ

ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
（
〒　

‐
０

１６７

場

対

定

費

申

問
他

時

場

師

定

費申

０
３
１
本
天
沼
２
―　

―　

）

４７

１４

へ
�
同
事
務
局
�
３
３
９
５
‐

５
２
０
１

初
心
者
の
た
め
の
木
版

画
年
賀
状
講
習
会

　

�　

月　

日
�
正
午
〜
午
後

１１

２４

５
時
�
杉
並
会
館
（
上
荻
３
―

　

―
５
）
�
区
内
在
住
・
在
学
・

２９在
勤
の
方
�
三
〇
名
（
抽
選
）

�
一
五
〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、　
１１

月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に
文
化
・

交
流
協
会
文
化
係
（
〒　

‐
０

１６７

０
４
３
上
荻
３
―　

―
５
）
へ

２９

�
小
野
忠
重
版
画
館
�
３
３
３

８
‐
９
２
８
２

デ
ン
マ
ー
ク
の
ク
リ
ス
マ
ス

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

◇
国
際
交
流
料
理
講
座

ク
リ
ス
マ
ス
の
家
庭
料
理

　

伝
統
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
料
理

を
紹
介
し
ま
す
。（
区
共
催
）

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

３０

１０

午
後
２
時
�
永
福
和
泉
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
３
―
８
―

　

）
�
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ォ

１８ル
タ
ー
（
前
デ
ン
マ
ー
ク
大
使

館
シ
ェ
フ
）
�
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
ま
た
は
当
協
会

会
員
の
方
�
二
四
名
（
抽
選
）

�
一
五
〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
国
籍

と
、
会
員
は
会
員
番
号
も
書
い

て　

月
４
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

１１
文
化
・
交
流
協
会
交
流
係
「
料

理
講
座
」
係
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
２
）
へ

１４

�
同
協
会
交
流
係
�
５
３
７
８

‐
８
８
３
３

◇
ユ
ネ
ス
コ
料
理
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
菓
子

　

�　

月
７
日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

午
後
１
時
（
区
共
催
）
�
セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

問時
場

対定

費

申

問
時

場

師

対
定

費

申

問
時

場

�
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
職
員
・

カ
ー
リ
ン
・
ボ
イ
ケ
ル
ほ
か
�

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

�
二
四
名
（
抽
選
）
�
一
五
〇

〇
円
（
材
料
費
）
�
往
復
ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で　
１１

月
４
日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６６

１
１
梅
里
１
―　

―　

）
へ
�

２２

３２

杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
・

国
島
�
３
３
９
４
‐
９
４
８
２

�
健
康
づ
く
り
推
進
員
公
開

研
修
会 

「
や
さ
し
さ
を
忘
れ
ず
と

も
に
生
き
る
ま
ち
」「
長

寿
社
会
」
を
め
ざ
し
て

　

�
・
�
・
�
下
表
の
と
お
り

�
区
内
在
住
の
方
�
五
〇
名

（
健
康
づ
く
り
推
進
員
を
含

む
）
�
・
�
電
話
で
、
健
康
推

進
課
�
３
３
９
１
‐
１
０
１
５

へ
（
先
着
順
）

�
生
活
習
慣
病
予
防
教
室 

元
気
で
す
か
？
あ
な
た

の
歯
ぐ
き

　

�
・
�
・
�
下
表
の
と
お
り

�
三
〇
名
�
三
〇
〇
円
（
食
材

料
費
）
�
・
�
電
話
で
、
上
井

草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４

‐
１
２
１
２
へ
（
先
着
順
）

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

�　

月　

日
�
午
後
１
時　

１１

１１

３０

分
〜
３
時　

分
�
杉
並
保
健
所

３０

�
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
講
義
と
実
演
�
区
内

在
住
の
方
�
三
〇
名
（
抽
選
）

�
無
料
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
に
参
加
希
望
人

数
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
犬

の
名
前
と
年
齢
、
登
録
年
度
と

鑑
札
番
号
も
書
い
て
、　

月　
１０

３０

日
（
必
着
）
ま
で
に
杉
並
保
健

所
生
活
衛
生
課
（
〒　

‐
０
０

１６７

師

対

定

費
申

問

時

場

内

対

定

申

問

時

場

内

定

費
申

問

時

場

内

対

定

費

申

５
１
荻
窪
５
―　

―
１
）
へ
�

２０

同
課
�
３
３
９
１
‐
１
９
９
１

�
�
未
登
録
犬
は
当
日
登
録
し

て
い
た
だ
き
ま
す
�
こ
れ
か
ら

飼
う
方
も
参
加
で
き
ま
す
�
犬

を
連
れ
て
来
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん

問

他

報」のお申し込みは広報課へ。

　〈平等、平等というけれど〉
講　師テーマ月日回

明治大学短期大学
　　講師　堀口悦子

全国男女共同参
画宣言都市サミ
ットを終えて

１０月
　３０日１

　弁護士　吉岡睦子民法からみた男
女平等

１１月
　６日２

東京女子大学
　　教授　矢澤澄子

他の自治体の取
り組みは？　１３日３

明治大学短期大学
　　講師　堀口悦子杉並区の現状　２７日４

十文字学園女子大学
　教授　橋本ヒロ子

真の男女平等と
は？

１５年１
月１５日５

明治大学短期大学
　　講師　堀口悦子

いま、杉並で出
来ることその１

１月
　２２日６

いま、杉並で出
来ることその２　２９日７

※時間は、いずれも水曜日の午後１時３０分～で２
時間程度（ただし第２回・第３回は午後４時～、
第５回は午後２時～と、開始時間が異なります
のでご注意ください）。

〈健康づくり推進員公開研修会(後期編）〉
講　師内　　容月　日

「おぎくぼ塾」主宰
ó人イエまちネットワ
ーク取締役・山田清

つなぎのデザイン　Part１
―人とまちを健康につなぐ―

第４回
１１月１２日∏

同上、区職員つなぎのデザイン　Part２
―健康なつなぎをあなたの手で―

第５回
　　２０日π

桜美林大学大学院教授
老年社会学・杉澤秀博

健康づくり地区会を拠点としたみんなの健康づくり―他の
区市町村の活動紹介をヒントに今後を模索する！―

第６回
　　２６日∏

※会場：いずれも区役所中棟６階第４会議室。時間は、午前１０時～正午。

　

皆
さ
ん
の
参
加
・
地
域
貢
献

意
欲
が
、
活
動
に
つ
な
が
る
新

た
な
学
習
の
場
で
す
。
こ
こ
で

学
ん
だ
皆
さ
ん
が
、
杉
並
ら
し

い
活
動
の
核
と
な
っ
て
い
く
こ

と
や
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な

連
携
の
場
を
創
出
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
教
育
分
野
を
中
心

に
、
今
後
ほ
か
の
領
域
に
広
げ

て
い
き
ま
す
。

　

�
・
�
・
�
・
�
・
�
左
表

の
と
お
り
�
区
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
方
�
各
コ
ー
ス
一
〇
〇

時

場

内

師

定

対費

〇
円
�
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
各
締
切
日
ま
で
に
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１

１６６

１
梅
里
１
―　

―　

）
へ
（
先

２２

３２

着
順
）
�
同
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１
７
‐
６
６
２
１　

３
３
１
７
‐

FAX

６
６
２
０
�
�
１
歳
か
ら
の
託

児
・
要
約
筆
記
者
制
度
が
あ
り

ま
す
。
必
要
な
方
は
申
込
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
�
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
締
め
切
り
後

も
参
加
受
付
あ
り

申
問

他

〈すぎなみコミュニティカレッジ〉
締切定員講師など内　容会　場日　時コース

１０月
　２６日２０名

ＮＰＯ法人エココミュニ
ケーションセンター代
表・森良ほか

参加者各自の活動を素材に、計画作
成や実践成果・課題検討等を行い、
調整力など、市民参加のまちづく
り・学校づくりに欠かせないコーデ
ィネート技能向上、参加者相互ネッ
トワーク構築をはかります。

阿佐谷地域区民
センター
（阿佐谷南１‐
４７‐１７）

１０月２７日、１月２６
日、３月２日（い
ずれも日曜日）午
前１０時～午後６時
（計３回）

学びと社会
参加をつな
ぐコーディ
ネータート
レーニング

１１月
　１５日

４０名

区教育委員会参与・藤原
和博／淑徳短期大学講
師・塩野景祐／区学校教
育コーディネーター・生
重幸恵／ＮＰＯスクール
アドバイスネットワー
ク・三上けい子ほか

変わりつつある学校教育への理解
を深めるとともに、地域での実践・
事例報告から、子ども理解や、学
校サポートに取り組もうとすると
きの表現力や関係づくりの方法を
学びます。杉並ではじまった学校
サポーター制度を活用した実践へ
の発展を目指します。

セシオン杉並
（梅里１‐２２‐
３２）、区内学校

１１月２０日、１２月４・
１８日、１月２２日、
２月５・１９日、３
月５日（いずれも
水曜日）午後６時
３０分 ～ ８ 時３０分
（計７回）

実践に学ぶ
！学校サポ
ートのコツ

随時
受付け

カウンセリングルームひ
だまり代表・伊藤恵造／
カウンセリングルームウ
ォーム代表・岡本二美代
／心の談話室「太陽」代
表・吉田壽生／東京メン
タルヘルスアカデミー臨
床心理士・渋谷英雄ほか

引きこもりなど、身近にある悩み
や問題をきっかけに、介護や子育
てなどにも視野を広げ、当事者も
参加しながら、みんなが支えあい
元気になれる居場所づくりのため
のサポーター育成を目指します。
関連施設の見学や実践者の話に学
び活動していきます。

中央図書館
（荻窪３‐４０‐
２３）

１１月２日、１２月１４
日（いずれも土曜
日）午後２時～４
時。（以降の日程は
参加者で決定）計
６回程度

「居場所づ
くりプロジ
ェクト」サ
ポーター育
成

１１月
　８日

日本体育大学名誉教授・
正木健雄、日本スポーツ
少年団常任委員・菅原哲
朗、区学校教育コーディ
ネーター・井村浩明ほか

青少年のスポーツ活動に関わって
いる方々が、指導方法や審判技術、
青少年の心とからだに関する知識
などを学ぶための講座です。今回
の実技種目については、サッカー、
バスケットで行います。

阿佐谷地域区民
センターほか

１１月１３・２７日、１２月
１１日（いずれも水
曜日）午後７時～
９時。（１月以降種
目別講習５回程度
予定）

青少年スポ
ーツ指導者
への道

〈元気ですか？あなたの歯ぐき〉
会　場講　師内　容日　時

上井草保健
センター
（上井草３
‐８‐１９）

歯科医師　
高宮真里子

もっとよく知ろ
う歯周病

１１月１２日∏

午前１０時～
　　　正午

西荻地域区
民センター
（桃井４‐
３‐２）

保健センター
歯科衛生士
栄養士

自分の口の中を
見てみよう。
かむかむクッキ
ング・昼食会

　　１９日∏

午前１０時～
　１２時３０分

�
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「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

ら
っ
こ
ら
っ
こ
ク
ラ
ブ

（
双
子
の
会
）講
演
会

　

�　

月
５
日
�
午
前　

時　

１１

１０

３０

分
〜
正
午
�
高
円
寺
保
健
セ
ン

タ
ー（
高
円
寺
南
３
―　

―　

）

２４

１５

�
子
育
て
が
二
倍
楽
し
く
な
る

先
輩
マ
マ
た
ち
の
体
験
談
�
双

子
の
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

時

場

内

対

�
二
〇
組
�
無
料
�
・
�
電
話

で
、
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
１
１
‐
０
１
１
６
へ
（
先

着
順
）

�
　

�
・
�　

月
８
日
�
＝
講
義

１１

「
依
存
症
と
は
」
／　

日
�
＝

１３

定

費

申

問

�
精
神
保
健
学
級 

依
存
症
・
嗜
癖
セ
ミ
ナ
ー

し 　

へ
き

時

内

講
義
「
家
族
の
か
か
わ
り
方
に

つ
い
て
」
／　

日
�
＝
「
ミ
ー

１５

テ
イ
ン
グ
体
験
・
自
分
自
身
を

見
つ
め
よ
う
」
／
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
�
阿
佐

谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐

谷
南
１
―　

―　

）
�
全
日
程

４７

１７

参
加
で
き
る
方
�
三
〇
名
�
電

話
で　

月
１
日
ま
で
に
高
円
寺

１１

場
対

定

申

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１
‐

０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

高
円
寺
食
環
境
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

�
・
�
・
�　

月
７
日
＝
講

１１

演
「
生
命
操
作
と
食
の
安
全
〜

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を
考
え

る
〜
」
／　

日
＝
栄
養
成
分
表

１４

示
の
見
方
／　

日
＝
ヘ
ル
シ
ー

２１

時

内

師

メ
ニ
ュ
ー
推
奨
店
に
行
こ
う
／

　

日
＝
報
告
会
（
国
立
科
学
博

２８物
館
・
西
海
功
）
ほ
か
／
い
ず

れ
も
木
曜
日
の
午
前　

時
〜
正

１０

午
、　

日
は
食
事
終
了
ま
で
時

２１

間
延
長
�
馬
橋
会
議
室
（
高
円

寺
南
３
―　

―
３
）
�
区
内
在

３１

住
・
在
勤
の
方
�
二
五
名
�
無

料
�
・
�
電
話
で
、
高
円
寺
保

健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１
‐
０

１
１
６
へ
（
先
着
順
）

�
健
康
づ
く
り
荻
窪
南
地
区
会 

青
空
の
下
で
き
も
ち
よ

く
太
極
拳

　

�　

月
６
日
・　

日
・　

日

１１

１３

２０

い
ず
れ
も
水
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
正
午
�
善
福
寺
川
緑
地
公
園

（
セ
ン
タ
ー
広
場
、
せ
き
れ
い

橋
付
近
・
成
田
西
３
―　

）
�

１４

日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
指
導

員
・
大
木
良
雄
�
当
日
、
直
接

会
場
へ
（
雨
天
中
止
）
�
荻
窪

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐

０
０
１
５
�
�
水
筒
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
�
天
候
が
不

安
定
な
場
合
は
、
開
始
三
〇
分

前
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

場

対

定

費

申

問

時

場

師

申

問

他

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
教
室

　

こ
れ
ま
で
保
健
所
は
、
個
人

の
健
康
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
が
、
本
教
室
で
は
健

康
に
と
っ
て
望
ま
し
い
し
く
み

や
環
境
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

　

�
・
�
下
表
（
右
）
の
と
お

り
�
杉
並
保
健
所
（
荻
窪
５
―

　

―
１
）
地
下
一
階
講
堂
�
三

２０〇
名
（
原
則
と
し
て
全
日
程
参

加
で
き
る
方
優
先
）
�
・
�
電

話
で
健
康
推
進
課
�
３
３
９
１

‐
１
０
１
５
へ
（
先
着
順
）

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
推

奨
店
の
た
め
の
料
理
技

術
講
習
会

　

健
康
的
で
お
客
様
に
喜
ば
れ

る
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
向
け
、

栄
養
の
知
識
と
料
理
の
実
演
に

よ
る
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

�
・
�
下
表
の
と
お
り
�
ヘ

ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
推
奨
店
お
よ

び
今
後
推
奨
店
に
取
り
組
み
た

い
飲
食
店
の
方
�
杉
並
保
健
所

（
荻
窪
５
―　

―
１
）
�
無
料

２０

�
・
�
電
話
で
、
杉
並
保
健
所

健
康
推
進
課
�
３
３
９
１
‐
１

０
１
５
へ

青
木
陽
子
講
演
会

　

全
盲
で
、
単
身
中
国
に
渡
り

視
覚
障
害
者
支
援
活
動
を
続
け

て
い
る
青
木
陽
子
さ
ん
の
お
話

で
す
。（
区
後
援
）

　

�　

月
８
日
�
午
後
３
時
〜

１１

５
時
（
２
時　

分
開
場
）
�
阿

３０

佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿

佐
谷
南
１
―　

―　

）
�
ア
ジ

４７

１７

ア
視
覚
障
害
者
教
育
協
会
理
事

長
・
青
木
陽
子
�
無
料
�
九
〇

名
（
先
着
順
）
�
当
日
、
直
接

会
場
へ
�
�
視
覚
障
害
者
支
援

総
合
セ
ン
タ
ー
・
金
築
�
５
３

１
０
‐
５
０
５
１

時

内

場

定

申

問

時

内

対

場

費

申

問
時

場
師

費

定

申

問
（ 福 ）

�
平
野
裕
二
と
読
む 

国
連「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

　

�　

月
８
日
�
午
後
６
時　

１１

３０

分
〜
８
時　

分
（
区
後
援
）
�

３０

阿
佐
谷
区
民
事
務
所
（
阿
佐
谷

北
２
―　

―　

）
�
第
五
回「
健

１８

１７

康
・
福
祉
」
�
杉
並
に
子
ど
も

の
人
権
を
守
る
し
く
み
を
つ
く

る
会
共
同
代
表
・
平
野
裕
二
�

三
〇
〇
円
（
毎
回
）
テ
キ
ス
ト

代
一
〇
〇
〇
円
（
全
回
共
通
で

使
用
）
�
当
日
、
直
接
会
場
へ

�
杉
並
に
子
ど
も
の
人
権
を
守

る
し
く
み
を
つ
く
る
会
・
山
内

�
・　

３
３
９
５
‐
２
６
９
５

FAX
時

場

内

師

費

申

問 〈ヘルシーメニュー推奨店のための料理技術講習会〉
講　　師内　　容月日

女子栄養大学
　教授　高橋　敦子

お客様がよろこぶヘル
シーメニューづくり－
健康的な食生活の基
礎・バランスのとれた
食事づくりへのヒント

１１月
７日∫

新宿調理師専門学校
中華専門講師
　　　　片岡　正広

高脂血症や高血圧が気
になる人への中華ヘル
シーメニュー

１２月
５日∫

(株）バイワネル代表
　　　森野　真由美

生活習慣病予防をキー
ワードに、顧客を増や
す新たなメニューづく
り

１５年
１月
２１日∏

新宿調理師専門学校
日本料理専門教師
　　　　角田　考平

ヘルシーで売上アップを
めざすお品がきに向けて
－野菜たっぷり、小付け
の一品料理いろいろ

２月
１９日π

※１．時間は、いずれも午後２時～４時３０分。２．毎回、講
義・調理実演・試食を交え、具体的な講習会を実施しま
す。

〈健康なまちづくり教室〉
講　　師テーマ月　日回

中央区保健所長
医学博士
　　　　赤穂　保

健康なまちづくりを考えて
みませんか！（個人の努力
だけでは解決困難な健康課
題の解決に向けて）

１１月
　１３日π

１

北里大学薬学部環
境管理センター助
教授　医学博士
　　　漆原　敏之

地球温暖化と健康なまちづ
くり（生活者として実行し
たいこと地域で取り組んで
いきたいこと）

　２０日π２

ＮＰＯ法人知の市
庭代表理事東島信
明 保健所職員

食生活の安全確保と健康的
な環境づくり（現代人の食
行動から食事情を考える）

　２８日∫３

千葉大学園芸学部
助教授　木下　勇

健康を支えるやさしい地域
づくり（子どもと高齢者の
新たなふれあいから）

１２月
　６日ª

４

ñ生態計画研究所
代表取締役所長
　　小河原　孝生

「健康都市杉並」発展にむ
けた私の取り組み・みんな
の取り組み

　１０日∏５

※１．時間は、第１回は午前９時３０分～正午、第２回以降はいずれも
午後２時～４時３０分。２．毎回、講義終了後グループでの話し合い
があります。

�

�

�

�

��������������������������������������

��������������������������������������
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�
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�
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杉
並
に
住
み
始
め
た
の
は
昭
和　

年
５６

に
引
退
し
て
か
ら
で
、
も
う
二
〇
年
に

な
り
ま
す
。
た
ま
た
ま
同
じ
こ
ろ
に
結

婚
も
し
ま
し
た
の
で
、
家
を
探
し
て
い

て
知
り
合
い
に
紹
介
さ
れ
、
一
発
で
決

め
た
の
が
今
の
高
井
戸
東
の
家
で
す
。

　
　

歳
で
東
京
へ
出
て
き
て
三
〇
年
に

１８
な
り
ま
す
が
、
代
々
木
の
ジ
ム
を
中
心

に
、
渋
谷
、
赤
坂
、
新
宿
な
ど
オ
ン
ボ

ロ
の
ア
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
寮

な
ど
に
住
み
ま
し
た
。
で
も
、
い
つ
も

都
会
の
真
ん
中
に
い
た
ん
で
す
よ
。
渋

谷
の
公
園
通
り
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
、

浜
田
山
に
一
時
的
に
仮
住
ま
い
し
て
い

た
こ
ろ
長
女
が
生
ま
れ
ま
し
て
ね
。
そ

の
後
、
こ
こ
に
移
っ
た
わ
け
で
す
。

　

生
ま
れ
た
の
は
沖
縄
県
の
石
垣
島
で

す
。
幼
稚
園
の
こ
ろ
か
ら
、
運
動
会
で

一
番
に
な
る
こ
と
が
と
に
か
く
う
れ
し

く
て
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
、
特
に
走
る
こ
と

が
好
き
で
、
石
垣
小
学
校
代
表
で
陸
上

の
市
の
大
会
に
出
た
り
ね
。
小
・
中
学

校
と
も
マ
ン
モ
ス
校
で
、
一
〇
ク
ラ
ス

も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
夢
は
、
学
校
の

体
育
の
先
生
に
な
る
こ
と
で
し
た
。　

　

中
学
校
で
は
野
球
部
、
卓
球
部
に
入

り
な
が
ら
、
駅
伝
や
マ
ラ
ソ
ン
に
出
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

だ
け
だ
っ
た
の
で
、
中
学
ま
で
ボ
ク
シ

ン
グ
は
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
で
す
。

　

実
は
、
僕
は　

％
受
か
る
と
思
っ
て

１００

い
た
島
の
県
立
高
校
受
験
に
失
敗
し
ま

し
て
ね
、
那
覇
市
の
私
立
興
南
高
校
に

入
学
し
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
が
野
球
で

甲
子
園
に
出
て
、
ボ
ク
シ
ン
グ
も
名
門

と
い
う
学
校
だ
っ
た
ん
で
す
。
初
め
は

勉
強
一
筋
の
つ
も
り
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
に
ボ
ク
シ
ン
グ

部
員
が
い
て
、
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち

に
面
白
そ
う
だ
か
ら
見
に
行
っ
て
み
よ

う
か
っ
て
。
そ
れ
で
一
年
の
９
月
か
ら

入
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
先
輩
部
員
た

ち
が
、
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
て
ほ
め

て
く
れ
て
、だ
ん
だ
ん
自
信
も
つ
い
て
、

続
け
た
ん
で
す
よ
。

　

昭
和　

年
は
沖
縄
返
還
の
年
で
す

４７

が
、
高
校
二
年
の
時
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト

無
し
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
行
っ
た
と
い

う
の
が
印
象
深
か
っ
た
で
す
ね
。
三
日

か
か
っ
て
山
形
ま
で
行
っ
て
、
準
決
勝

ま
で
残
り
ま
し
た
。「
よ
う
し
、見
て
ろ
」

っ
て
、
三
年
の
時
岐
阜
の
大
会
で
優
勝

し
た
ん
で
す
。
僕
の
人
生
の
と
ん
と
ん

拍
子
っ
て
い
う
の
が
こ
の
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
も
し
石
垣

島
の
県
立
高
校
に
受
か
っ
て
行
っ
て
い

た
ら
、
き
っ
と
今
も
島
で
仕
事
し
て
る

で
し
ょ
う
ね
。

　

親
父
は
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
の
漁
師

で
し
た
。
兄
弟
は
兄
、
姉
、
僕
、
弟
の

四
人
で
す
。
何
を
し
て
も
い
い
っ
て
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
両
親
は
ボ
ク
シ
ン
グ

を
や
る
こ
と
に
ず
っ
と
反
対
で
し
た
。

だ
か
ら
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に
入
っ
て
か

ら
は
、
正
月
も
島
に
は
帰
ら
ず
、
卒
業

と
同
時
に
そ
の
足
で
東
京
に
出
ま
し

た
。
実
家
に
帰
っ
た
の
は
、
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
で
い
く
つ
か
の

大
学
か
ら
誘
わ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

め
ざ
し
て
拓
殖
大
学
に
特
待
生
と
し
て

行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
寮
に
荷
物
も

送
り
、
飛
行
機
で
羽
田
に
到
着
。
と
こ

ろ
が
そ
こ
に
、
協
栄
ジ
ム
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
迎
え
に
来
て
い
て
、
そ
の
ま
ま

ジ
ム
に
連
れ
て
行
か
れ
、
着
い
た
ら
も

う
マ
ス
コ
ミ
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
記
者
会
見
し
て
ね
、
翌
日
の
ス
ポ

ー
ツ
紙
の
一
面
に
「
具
志
堅
プ
ロ
デ
ビ

ュ
ー
！
」
っ
て
。
も
う
島
も
拓
殖
大
学

も
大
騒
ぎ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。（
談
）

^

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

具
志
堅 
用
高
（
元
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン

グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）

問合せ主な内容日　時審議会名
審
議
会
の
お
知
ら
せ

都市計画課

１．用途地域等見
直しの杉並区素
案について（中
間報告）

２．生産緑地地区
の変更について
　ほか

１０月２８日∑

午後２時～
杉並区都市
計画審議会

※日時は変更する場合があります。

特別区民税・都民税（普通徴収分）
納期のお知らせ

１０月３１日∫は、特別区民税・都民税（普通徴収分）
第三期分の納期限です。お近くの金融機関（郵便
局を含む）、区役所、区民事務所･分室、荻窪サー
ビスコーナーでお納めください。なお納付に便利
な口座振替もご利用ください。

�納税課問
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�
永
福
・
和
田
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
護
職
員

�
永
福
ふ
れ
あ
い
の
家
（
永
福

２
―　

―　

）

１４

２０

　

�
勤
務
日
＝
週
二
〜
三
日
▽

勤
務
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜

４５

午
後
５
時
▽
勤
務
内
容
＝
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
の
介
護
▽
時
給
＝

九
五
〇
円
▽
募
集
人
数
＝
二
名

�
永
福
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３

２
７
‐
５
８
１
１

�
和
田
ふ
れ
あ
い
の
家
（
和
田

３
―　

―
４
）

５２

　

�
勤
務
日
＝
週
三
日
▽
勤
務

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

分
▽
勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー

３０ビ
ス
で
の
介
護
▽
時
給
＝
九
〇

〇
円
▽
募
集
人
数
＝
一
名
�
和

田
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
１
２

‐
９
５
５
６

�
桃
三
ふ
れ
あ
い
の
家 

常
勤
介
護
職
員

　

�
▽
勤
務
日
＝
週
五
日
▽
勤

務
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
▽
勤
務
内
容
＝
デ

３０

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
介
護
業

務
な
ど
▽
資
格
条
件
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
特
質
を
理
解
す
る
介
護

福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
勤
務
経
験
者
▽
給
与

＝
二
〇
万
円
以
上
▽
募
集
人
数

＝
一
名
�
・
�
電
話
で
、
桃
三

ふ
れ
あ
い
の
家
（
西
荻
北
２
―

　

―
７
�
５
３
１
１
‐
３
６
３

１０１
）
へ

内
問

内

問

内

申

問

�
方
南
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
看
護
職
員

　

�
勤
務
日
な
ど
＝
月
曜
日
お

よ
び
水
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
▽
勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
の
健
康
管
理
な

ど
▽
資
格
＝
准
看
護
師
ま
た
は

看
護
師
免
許
▽
時
給
＝
一
三
〇

〇
円
〜
▽
募
集
人
数
＝
若
干
名

�
履
歴
書
を
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス

で
、　

月　

日
ま
で
に
方
南
ふ

１０

２８

れ
あ
い
の
家
（
〒　

‐
０
０
６

１６８

２
方
南
１
―　

―　
　

５
３
５

５２

１４
FAX

５
‐
０
６
１
２
）
へ
�
同
ふ
れ

あ
い
の
家
�
５
３
５
５
‐
０
６

１
１

�
社
会
福
祉
協
議
会
創
立
五

〇
年
記
念 

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
方
々
・

団
体
の
表
彰
候
補
者

　

�
基
準
＝
民
間
団
体
お
よ
び

個
人
で
、
社
会
福
祉
に
対
す
る

協
力
お
よ
び
善
行
が
顕
著
で
あ

り
、
地
域
福
祉
増
進
に
寄
与
し

た
方
▽
表
彰
日
＝　

月
８
日
�

１２

記
念
式
典
▽
選
考
方
法
・
お
よ

び
連
絡
＝
選
考
委
員
会
で
審
査

し
、
推
薦
者
と
表
彰
者
に
結
果

を
通
知
▽
応
募
方
法
＝
推
薦
書

類
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出

▽
応
募
締
切
＝　

月
５
日
（
必

１１

着
）
�
・
�
電
話
で
、
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
�
５
３

０
６
‐
１
０
１
０
へ

�
区
制
施
行
七
〇
周
年
記
念 

「
ア
ー
ト
・
ム
ー
チ
ョ　
in

高
井
戸
」の
出
展
者

　

�　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１６

１０

午
後
４
時
（
雨
天
中
止
・
区
共

催
）
�
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
前
広
場
（
高
井
戸
東
３
―

７
―
５
）
�
二
�
四
方
の
ブ
ー

内
申

問

内
申

問

時
場

内

ス
内
を
自
由
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

し
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
タ

イ
ル
）、手
作
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
対
象
と
し
た
展
示
・
販

売
�
一
ブ
ー
ス
二
五
〇
〇
円

（
出
展
料
）
�
・
�
電
話
で
、

　

月
９
日
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ー

１１テ
ィ
ス
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
カ
ウ

ン
シ
ル
�
３
３
９
４
‐
０
６
３

７
へ
。
不
在
時
は
藤
永
�
０
９

０
‐
３
５
５
７
‐
５
２
０
５
へ

�国
民
健
康
保
険
料
夜
間

納
入
窓
口
の
開
設

　

�　

月　

日
�
午
後
５
時
〜

１０

３１

９
時
�
区
役
所
本
庁
（
青
梅
街

道
沿
い
の
「
夜
間
・
休
日
受
付

窓
口
」か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
）

費

申

問

時
場

�
国
民
健
康
保
険
課
収
納
係
�

来
庁
の
際
は
、
必
ず
納
付
書
な

ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

年
末
運
転
資
金
の
融
資

あ
っ
せ
ん

　

�
対
象
＝
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
�
区
内
に
引
き
続
き

一
年
以
上
、
営
業
の
本
拠
（
法

人
の
場
合
は
本
店
登
記
、
個
人

の
場
合
は
確
定
申
告
上
の
主
た

る
売
り
上
げ
の
あ
る
事
業
所
）

を
有
し
、
か
つ
、
引
き
続
き
一

年
以
上
同
一
の
事
業
を
営
業
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
今
後
も
同

様
に
営
業
す
る
予
定
が
あ
る
�

住
民
税
・
事
業
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
�
東
京
信
用
保
証
協
会

の
保
証
対
象
業
種
を
営
み
、
許

認
可
を
必
要
と
す
る
業
種
に
お

い
て
は
、
そ
の
許
認
可
を
受
け

問

他

内

て
い
る
▽
限
度
額
＝
三
〇
〇
万

円
▽
返
済
期
間
＝
一
〇
カ
月
以

内
（
外
据
置
一
カ
月
以
内
）
▽

本
人
負
担
利
率
＝
１
・　

％
▽

２６

受
付
期
間
＝　

月　

日
ま
で

１１

２９

�
・
�
電
話
で
、
商
工
係
へ

社
会
保
険
街
頭
相
談

　

�　

月
６
日
�
午
前　

時
〜

１１

１０

午
後
４
時
�
Ｊ
Ｒ
阿
佐
ケ
谷
駅

構
内
�
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

保
険
・
健
康
保
険
な
ど
の
相
談

�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
杉
並

社
会
保
険
事
務
所
�
３
３
１
２

‐
１
５
１
１

年
長
児
童
（
中
・
高
校

生
）
と
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ 

あ
い
事
業

　

区
内
六
カ
所
の
児
童
館
で
、

中
学
・
高
校
生
が
赤
ち
ゃ
ん
を

申

問
時

場

内

申

問

愛
ら
し
く
感
じ
、
将
来
の
子
育

て
に
夢
と
希
望
を
も
て
る
よ
う

に
、
中
・
高
校
生
と
乳
幼
児
が

触
れ
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
ま
す
。

　

�
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う
、

赤
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ

う
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
に
つ
い

て
の
学
習
な
ど
（
内
容
は
地
域

で
異
な
り
ま
す
）
�
区
内
在
住
・

在
学
の
中
学
・
高
校
生
�
無
料

�
・
�
電
話
で
、
児
童
館
（
高

井
戸
児
童
館
�
３
３
３
４
‐
０

９
０
２
、
和
泉
児
童
館
�
３
３

２
８
‐
６
５
５
０
、
善
福
寺
児

童
館
�
３
３
９
５
‐
１
５
７
６
、

堀
ノ
内
東
児
童
館
�
３
３
１
５

‐
７
９
２
３
、
荻
窪
北
児
童
館

�
３
３
９
８
‐
０
０
８
１
、
大

宮
児
童
館
�
３
３
１
５
‐
７
０

８
３
）
へ

内

対

費

申

問

民営化施設（民間事業者が経営しています）　
「杉菜」、「「杉菜」、「コニファー岩櫃コニファー岩櫃」露天風呂好評営業中」露天風呂好評営業中

弓ケ浜クラブ富士学園コニファー
岩櫃（いわびつ）

湯の里
「杉菜（すぎな）」新施設名称

（杉並区立弓ヶ浜学園）（杉並区立富士学園）（すぎなみ自然村）（湯河原すぎなみ荘）旧施設名称

一般一般一般一般区民料金区分

７０００円
６４００円

７６００円８０００円７６００円大　人平
日宿

泊
料
金
（
税
抜
き
）

６０００円５７００円５３００円子ども

７０００円
８６００円９０００円８６００円大　人休

前
日 ７０００円６７００円６３００円子ども

区民（区内在住者）の方には２０００円、区民で６５歳以上、障害者の方には３０００円の宿泊補助が適用され
ます（消費税は、宿泊補助前の宿泊料金に対してかかります）。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

５４５９‐７８１１
（午前１０時～午後５
時、土曜・日曜・祝日を
除く）

３２６３‐１５９０
（午前１０時～午後５
時、土曜・日曜・祝日を
除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後９時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
（午前９時～午後８時、

年中無休）

電話番号
（受付時間）

申
込
先

５４５９‐７８００３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

（注）１．区からの宿泊補助の適用を受けるためには、免許証・健康保険証・障害者手帳など区内在住の証
明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入してください（お持ちいただけない
時は、宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。２．富士学園の宿泊料金は、小学生
以上の料金です。３．弓ケ浜クラブの料金は、５歳以上は同一料金です。４．宿泊の予約は、申込先に
直接ご連絡ください。ファクスは、予約可否の返信をします。なお、近畿日本ツーリスト区役所内店
では受け付けをしません。５．年末年始など、宿泊料金が上記と異なる日があります。詳細について
は、申込先にお問い合わせください（富士学園、弓ケ浜クラブは学校優先使用のため、利用できない
日もあります）。６．各施設のパンフレットは、区役所、区民事務所、荻窪サービスコーナー、地域区
民センター、区民集会所、高齢者活動支援センターにあります。

● ● ● 宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド ● ● ●
直営施設

休館日申込方法料　金施　　設

１２月
休館日
なし

１２月の利用申し込み（年末年始＝１２月２９日～１
月３日の空室申込み含む）
　学校使用日以外は、１１月１１日から使用日の前
日まで、電話または区役所内窓口で受け付けま
す。なお、１１月１１日は電話のみの受け付け（受付
順）となります。

１泊２食
大　人５０００円
子ども３３００円

菅平学園（長野県菅平高原）
@０２６８‐７４‐２２４０

１２月１８日
１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所「秋川荘」
（あきる野市五日市）
@０４２‐５９６‐０６９３

※A年末年始（１２月２９日～１月３日）の食事付き料金は１０００円増しになります。�すぎ
なみ荘・すぎなみ自然村の専用ハガキによる申し込みは終了しました。
問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐１）�３３１２‐６４３１（直
通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

　

９
月　

日
�
、
杉
並
区
南

２７

北
バ
ス
交
通
「
す
ぎ
丸
」
が

一
〇
〇
万
人
目
の
お
客
様
を

お
迎
え
し
、
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
阿
佐
ケ
谷
駅
バ
ス
停
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

く
す
玉
が
割
ら
れ
、
一
〇

〇
万
人
目
の
区
内
在
住
の
安

藤
み
つ
枝
さ
ん
と
お
孫
さ
ん

の 
弘  
菜 
ち
ゃ
ん
に

ひ
ろ 

な

は
区
長
か
ら
花
束

が
、
京
王
バ
ス
か

ら
は
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
じ
バ
ス
に

ご
乗
車
い
た
だ
い

た
方
に
も
前
後
賞
や
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
８
月　

日
２１

号
で
募
集
し
ま
し
た
一
〇
〇

万
人
達
成
日
予
想
ク
イ
ズ
の

正
解
は
９
月　

日
と
な
り
ま

２７

し
た
。
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

�
交
通
対
策
課　

問

��
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����
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����
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��
��
��
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〈消費生活リーダー養成講座〉
講　　師テーマ月　日

国民生活センターフ
ェロー　小池　信子

開講式、講義「くらし
と消費者」１１月１９日∏

弁護士　村　千鶴子特別記念講座「消費者
問題の動向」　　２６日∏

都消費生活総合セン
ター消費者啓発員・
　　　山本　いく子

消費者問題∏

　　契約に強くなろう１２月３日∏

同上　山下　三重子消費者問題π

　　　　　悪質な商法　　１０日∏

　同上　柳川　淑子消費者問題∫

　インターネット時代　　１７日∏

　同上　湯浅　咲枝消費者問題ª

　　　消費者信用取引
１５年
１月１４日∏

同上　楠本　くに代金融、保険、証券　　２１日∏

　同上　木庭　啓子
不動産取引、被害者救
済、消費者啓発・情報
提供

　　２８日∏

― ―討議、まとめ、閉講式２月４日∏

※時間は、午前１０時～正午。　託児あり。会場は、消費者センタ
ー（阿佐谷南１‐３６‐４）。

　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
行
う
講

座
の
企
画
や
情
報
誌
の
編
集
・

発
行
、
新
し
い
消
費
者
セ
ン
タ

ー
運
営
な
ど
を
担
っ
て
も
ら
う

人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座

で
す
。

　

�
・
�
・
�
・
�
左
表
の
と

お
り
�　

歳
以
上
の
区
民
で
、

２０

時

内

師

場

対

原
則
と
し
て
全
日
程
に
出
席
で

き
る
方
�
三
〇
名
（
抽
選
）
�

五
〇
〇
円
（
資
料
代
）
�
ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で　
１１

月
８
日
（
必
着
）
ま
で
に
消
費

生
活
課
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿

１６６

佐
谷
南
１
―　

―
４
）
へ
�
同

３６

課
�
３
３
１
４
‐
３
６
４
３

定

費

申
問

消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�

e区水泳指導員養成講習会および水泳指導員検定試験
◇講習会（区共催）
　�・�学科＝１１月２２日ª・２７日π、１２月４日π午後６時３０分～９時（水泳の管
理と保健、初心者水泳指導法、救急法など）／実技＝１１月２５日∑・２９日ª・１２月
２日∑・６日ª午後７時～９時（各種泳法）�学科＝高井戸地域区民センター／
実技＝高井戸温水プール（いずれも高井戸東３‐７‐５）�１８歳以上で区内在
住・在勤・在学・区内スイミングクラブ在籍の１００ｍ個人メドレーが泳げる方�
３０名（抽選）�無料�往復ハガキ（３面記入例参照）に、新水泳指導教本（定価
２５２０円）・競技役員の手引き（定価１０００円）の有無（テキストとして使用・当日
定価で用意できます）、手話通訳希望の方はその旨も書いて、１０月３０日（必着）
までに区水泳連盟・森田恒世（〒１６８‐００６４永福３‐４０‐１６）へ�同連盟・森田
@３３２１‐７２８４
◇検定試験（区共催）
　�１２月７日º�高井戸温水プール、高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７
‐５）�上記講習会修了者�３０名�２０００円�当日、直接会場へ�同連盟・森田
@３３２１‐７２８４
e弓道・アーチェリー認定講習会
　弓道場の利用には利用証（一定の技量を認定）が必要です。安全に利用してい
ただくため、段位などをお持ちでない方は講習会に参加し、認定を受けてくださ
い。講習を終了した方には、技量に応じた利用証を発行します。
　�１１月２３日¥＝弓道、２４日∂＝アーチェリー／いずれも午後１時～５時�上井
草スポーツセンター弓道場（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）�弓道またはアー
チェリーの経験のある方�各３６名（先着順）�無料�・�電話で、実施日の１
週間前までに同スポーツセンター@３３９０‐５７０７へ
e競泳飛び込み講習会
　�１２月３日∏午後７時～９時（区後援）�高井戸温水プール（高井戸東３‐７
‐５）�競泳におけるスタートとターンの練習�区水泳連盟指導員�区内在住・
在勤・在学および在スイミングクラブの２５ｍ以上泳げる方�約１００名（受付順）
�大人４００円、小人２００円�当日、直接会場へ（午後６時３０分～７時に受付を済ま
せ、指定のスイミングキャップを受け取る）�区水泳連盟・森田@３３２１‐７２８４
e障害者のためのわいわいスポーツ教室
　障害の程度の重い方のための楽しいスポーツ教室です。今回はボウリングを行
います。
　�１２月７日º午前１０時～正午�荻窪ユアボウル（上荻１‐１６‐１６）�区内在
住・在勤・在学の１５歳以上で障害の程度の重い方�３０名（抽選）�６００円�・�
１１月１日までに申込書（区内各福祉事務所・体育施設に用意）を社会教育スポー
ツ課へ�A一般の交通機関の利用が困難な方は、リフト付きバスの送迎が利用で

スポーツ教室

時 内

場
対

定
費 申

問

時 場
対 定 費 申 問

時 場
対

定 費 申 問

時 場
内 師 対

定
費 申

問

時 場 対
定 費 申 問

他

きますB当日参加者と一緒に楽しんでいただけるボランティアの方を募集してい
ます。経験は問いませんのでお気軽に社会教育スポーツ課までご連絡ください
�

eプールで魚つり
　プールで金魚やコイを釣ることができます。釣った魚は５匹まで持ち帰り自由
です。
　�１１月４日≥・１７日∂午前９時～午後３時�和田堀公園プール（大宮２‐２‐
１０）�区内在住・在勤・在学の方�各日１５０名�大人３００円、小・中学生１００円
（小学生未満無料）�当日、直接会場へ�ú杉並区スポーツ振興財団@３３１２‐２１１１
（区代表）�Aさお、仕掛け、エサは持込み自由。貸出（無料）もありますB持
ち帰り用の入れ物は各自でご用意くださいC車での来場はできません
e地域スポーツで元気な杉並をつくる人のつどい
　クラブの世話役や指導者として頑張っている皆さんをはじめ、地域スポーツを
盛り上げたい方ならどな
たでも大歓迎！あなたの
実践に生かせるヒントを
探しましょう。興味のあ
る回のみの参加も大歓迎
です。
　�・�・�右表のと
おり�荻窪体育館（荻窪
３‐４７‐２）�５０名（先
着順）�無料�・�電
話で、社会教育スポーツ
課社会体育係へ

その他

時 場
対 定 費

申 問
他

時 内 師
場

定
費 申 問

午
後
３
時

◇
相
談
予
約
の
た
め
の
直
通
受

付
電
話
を
設
置

　

相
談
予
約
の
た
め
の
直
通
受

付
電
話
を
設
置
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
交
換
手
を
経
由
し
な

い
で
相
談
の
予
約
担
当
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

相
談
予
約
専
用
電
話
番
号
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�
５
３
０
７
‐
０
６
１
７
（　
１１

月
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か
ら
）
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�
区
政
相
談
課

赤
十
字
家
庭
看
護
法
・

幼
児
安
全
法
講
習
会

　

�
・
�
・
�
右
表
の
と
お
り

�
全
日
程
出
席
で
き
る
満　

歳
１５

以
上
の
健
康
な
方
（
遅
刻
・
早

退
・
子
ど
も
の
同
伴
は
不
可
）

�
二
五
名
（
抽
選
）
�
一
〇
〇

〇
円
（
教
本
代
、
保
険
料
な
ど
）

�
養
成
講
習
会
を
全
日
程
受
講

し
、
検
定
（
希
望
者
）
合
格
者

に
認
定
証
を
交
付
�
往
復
ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
生

年
月
日
、
職
業
、
希
望
す
る
コ

ー
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名
も
書
い
て
、
各
締
切
日

問時
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内
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申

（
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に
、
日
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字
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京
都
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講
習
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係
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５
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０
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２
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高
齢
者
マ
ル
優
制
度
の

段
階
的
廃
止
に
つ
い
て

　
　

年
末
時
点
で　

歳
以
上

１４

６５

（
昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
生

１３

ま
れ
）
で
、
マ
ル
優
（
少
額
貯

蓄
非
課
税
制
度
）
を
新
た
に
利

用
さ
れ
る
方
は
、　

年
中
に
マ

１４

ル
優
の
申
告
書
を
金
融
機
関
に

提
出
し
な
い
と
、　

年
以
降
こ

１５

の
制
度
を
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
（
た
だ
し　

年
末
ま
で
）。

１７

　

な
お
現
在　

歳
以
上
で
、
す

６５

で
に
マ
ル
優
を
利
用
し
て
い
る

方
は
、　

年
末
ま
で
利
用
で
き

１７

ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
、

遺
族
基
礎
年
金
・
遺
族
厚
生
年

金
の
受
給
者
で
あ
る
被
保
険
者

の
妻
や
、
寡
婦
年
金
・
母
子
年

金
の
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給
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ど
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ど
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り
利
用
で
き
ま
す
。
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課
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問
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区
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
習
慣

や
保
健
行
動
（
食
生
活
や
運
動

習
慣
等
）
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
調
査
を
行
い
ま
す
。
調

査
員
（
区
の
委
託
業
者
）
が
お

宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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方
法
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に
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�
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並
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モ
デ
ル
防
災
会
訓
練
を

実
施
し
ま
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地
域
の
防
災
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中
心
と
な

っ
て
行
う
防
災
訓
練
に
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加
し

ま
し
ょ
う
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事
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税
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の
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方
法

　

区
で
は
、
電
話
に
よ
る
事
前

予
約
制
の
相
談
と
し
て
、
次
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
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こ
れ
ま
で
は
、
各
相
談
日
当

日
に
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま

し
た
が
、　

月
１
日
�
か
ら
一

１１

週
間
先
の
同
一
曜
日
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で

受
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付
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す
（
た
だ
し
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一

週
間
先
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休
日
の
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そ
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前
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相
談
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で
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た
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、　

月
１
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月
８
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日
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を
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問
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場
時

〈モデル防災会訓練〉
会　場時　間日

杉並第八小学校（高円寺南２‐４０‐２４）午前９時１０分～１１時５０分
　

月　

日
∂

１１

１０

杉並区医師会館（阿佐谷南３‐４８‐８）午前９時０５分～１１時３０分
永福南小学校（永福１‐７‐６）午前９時２０分～１１時３０分
堀之内小学校（堀ノ内３‐２４‐１１）午前９時２０分～１１時３５分
久我山小学校（久我山５‐１８‐７）午前９時２０分～１１時３０分
日本大学第二高校（天沼１‐４５‐３３）午前９時２０分～１１時３０分
井草森公園（井草４‐１２‐１）午前９時２０分～１１時４０分
三谷小学校（上井草３‐１４‐１２）午前９時２０分～１１時３０分

〈赤十字家庭看護法・幼児安全法講習会〉
内　　容締切日日　時コース

高齢者のお世話（寝
たきりにならない
ために、痴呆性老人
の理解など）、病人
の介護（排せつ・食
事・体の拭き方・洗
髪・体の移動 など）

１０月２２日
１１月５・６・７・
８日午前１０時～
午後４時３０分

Ｈ‐２
家介助員

養成講
習会

１０月２８日
１１月１１・１２・１４日
午前９時～午後
５時

Ｈ‐３
家

子どもを事故から
守る、事故にあった
り急病になったと
きの応急手当

１０月２９日
１１月１２・１３・１４日
午前１０時～午後
４時

Ｈ‐４
幼支援員

養成講
習会 １１月５日

１１月１８・１９・２０日
午前１０時～午後
４時

Ｈ‐５
幼

体の移動・衣服の交
換・車いすへの移乗
など

１１月１１日
１１月２５日午前１０
時～午後４時３０
分

Ｈ‐１３
家

一般講
習会

※会場＝Ｈ‐２家・Ｈ‐４幼＝日本赤十字社東京都支部（新宿区大久
保１‐２‐１５）／Ｈ‐３家・Ｈ‐５幼・Ｈ‐１３家＝武蔵野赤十字病
院（武蔵野市境南町１‐２６‐１）

�� ���������������������

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

１１月のクリーンサイクルの販売日
１１月２日º、のぼり旗のある自転車販売
協力店で。申し込み多数の場合は、抽選。
１台９０００円（防犯登録・ＴＳマーク/消費
税込み）
�　ú杉並区障害者雇用支援事業団

@５３８２―２０８１/FAX５３８２―２０８３

問

����������������
��������	��������	

　１１月１０日∂、業務の都合
により、区内すべての自動
交付機が臨時休止します。
　ご了承ください。
　　　　　�区民課証明係問

〈地域スポーツで元気な杉並をつくる人のつどい〉
内　　容（講師）月　日

学校スポーツから地域スポーツクラブへ（久
留米フットボールクラブ代表・山口隆文）１１月１５日

実践談・杉並の元気クラブ紹介―高四土曜ク
ラブ／妙正寺公園ラジオ体操クラブ／ＮＰＯ
法人杉並アヤックスサッカークラブ

　　２２日

スポーツ情報の発信～ホームページはこんな
に便利！こんなに簡単！・実践者を招いて　　２９日

考えよう！スポーツをみんなのものにするた
めに～あなたの一歩が初めの一歩～１２月６日

※時間は、いずれも金曜日の午後７時～９時。

ち　ほう
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平成１４（２００２）年１０月２１日（月曜日）

学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校 通通通通通通通通通通通 信信信信信信信信信信信

休日などの急病診療など
土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電話でご
相談ください。

●平　　　日…午後７時３０分～午後１０時３０分（小児科のみ）
●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

●日曜・祝日…午前９時～午後５時

�３３９１－１５９９外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

�３３９８－５６６６歯 科

�３３９１－５５３９調 剤 薬 局

�

�

�

東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り �５２７２‐０３０３　　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

●平　　　日…午後７時３０分～午後１０時３０分
●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万１１２７人（３２３減）
　男　／２４万７６３６人（１８３減）
　女　／２６万３４９１人（１４０減）
世帯／２７万２９７５　（１６６減）

外
国
人
登
録

人口／１万１２６７人（９１増）
　男　／　　５６０４人（１１増）
　女　／　　５６６３人（８０増）
世帯／　　９０１５　（９５増）

１４年１０月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万２３９４人（２３２減）

読書週間：１０月２７日∂～１１月９日º「自分が変わる、世界が変わる、本との出会い」

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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　区立図書館の利用者カードと
パスワードが必要です。
　パスワードは、「杉並区立図書
館ホームページ」から登録する
ことができますが、登録の際に、
図書館の窓口で発行する仮パス
ワードが必要になります。必ず
ご本人が来館された上で、申請
書を記入して、カウンターに提
出してください。
　また、現住所など登録事項に
変更がある場合には、変更内容
を確認できるもの（運転免許証、
保険証など）が必要になります。
　仮パスワードを取得したら、
本パスワードを登録してくださ
い。
�

　蔵書検索と同様、２４時間受付
します。

��������	
��

������

�

★予約できる資料

　杉並区立図書館で所蔵してい
る図書や雑誌で、館外持出し禁
止や修理中などでない資料（資
料は、貸出中であってもなくて
も予約できます）。
★予約方法

　対象資料を、図書館が所蔵し
ているか確認してください。
１．蔵書検索画面から目的の資
料を検索します。
２．図書詳細表示画面、雑誌な
ら雑誌詳細表示画面の下側にあ
る、「予約」 というボタンをク
リックしてください。（図１）
３．予約確認画面に、「利用者カ
ード番号」「パスワード」「受取
希望館」を入力／選択して「予
約する 」ボタンをクリックしま
す（「リセット 」 をクリックす
ると入力した情報を全て消去し
て初めからやり直すことができ

��������	

ます）。（図２）
４．予約申込完了画面となり、
受付終了です。
★予約できる冊数は？

　図書、雑誌合わせて１０冊まで
です。
�

　従来の電話、ハガキによる連
絡や図書館内での掲示は行いま
せん。
  「予約照会認証画面」で確認
してください。（図３）

☆
【問合せ】中央図書館
　　　　　　　　�３３９１‐５７５４
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杉
森
中
学
校
で
は
、
昨
年

か
ら
先
生
た
ち
に
教
科
書
か

ら
離
れ
て
、
趣
味
や
専
門
分

野
を
生
か
し
た
授
業
を
し
て

も
ら
お
う
、
と
い
う
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。今
年
は
、

学
校
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
伴
野
さ
ん
の
協
力
も
得

て
、
地
域
の
方
を
講
師
に
迎

え
、
生
徒
全
員
が
参
加
す
る

講
座
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

講
座
は
、
応
急
手
当
か
ら

着
付
け
ま
で
全
部
で
一
七
。

こ
の
う
ち
一
〇
講
座
に
海
外

の
方
を
含
め
、
外
部
の
方
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し

た
。
ま
た
、
土
曜
日
の
午
後

に
行
い
、
保
護
者
や
地
域
の

方
に
公
開
し
、
自
由
に
見
学

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ア
ニ
メ
ア
フ
レ
コ
講
座
で

は
、
プ
ロ
の
声
優
の
方
の
指

導
の
も
と
、
実
際
に
役
を
決

め
て
ア
フ
レ
コ
に
挑
戦
で

す
。

　

「
も
っ
と
元
気
よ
く
」
と

励
ま
さ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
登
場

人
物
に
な
り
き
っ
た
つ
も
り

で
、
な
か
な
か
の
声
優
ぶ
り

を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
留
学
生

を
招
い
て
行
わ
れ
た
海
外
文

化
交
流
の
講
座
で
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
遊
び
の
紹
介
が
あ

り
、
け
ん
玉
や
お
手
玉
な
ど

日
本
の
伝
統
的
な
遊
び
と
共

に
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し

た
。

　

ま
た
、着
付
け
教
室
で
は
、

ゆ
か
た
を
自
分
で
着
る
練
習

を
し
ま
し
た
。
普
段
、
ひ
も

を
結
ぶ
こ
と
自
体
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
最
初
は

四
苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た

が
、
お
互
い
に
手
伝
い
な
が

ら
自
分
で
帯
を
結
び
、
二
度

目
に
は
ち
ゃ
ん
と
着
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参
加

し
た
生
徒
は
、「
自
分
で
着
て

外
を
歩
き
た
い
」「
こ
れ
ま
で

は
着
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
の

で
、
自
分
で
着
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
話
し
、
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

杉
森
中
学
校▲仕上げは先生が

�
気
分
は
声
優
！
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インターネットで図書・雑誌を予約できるようになりました

�図1　図書詳細表示画面�

�図２　予約確認画面�

�図３　予約照会認証画面�

◆１１月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

１４・２８日
午前９時～１０時３０分

５・１９日
午前９時～１０時３０分

５・１９日
午前９時～１０時３０分

１４・２８日
午前９時～１０時３０分

８・２２日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１１日
午後１時１５分～２時

２７日
午前９時～１０時

１日（高南５丁目会館）午後１
時１５分～３時、２８日（保健セン
ター）午前１０時～１０時３０分

８日
午後１時１５分～３時

１９日
午後１時１５分～２時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

５・１２・１９・２６日８・１１・１８・２５日７・１４・２１・２７日６・１３・２０・２７日母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの２０日、高井戸保健センターの２１日、高円寺保健センターの１８日は午後１時から）

２６日（事前申込制）２５日（事前申込制）２７日（事前申込制）２７日（事前申込制）
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時

２１日
午後１時３０分～３時

２１日
午前１０時３０分～１１時３０分

８日
午後１時３０分～３時３０分

７日
午前１０時３０分～正午

６日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１１日午後１時１５分～２時３０分
１８日午前９時～１０時３０分　

１３・２７日
午前９時～１０時３０分

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

１８・２１日
午前９時～１０時３０分

８・２２日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

９日º午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、@３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

７日午後１時３０分～７日午後１時３０分～２２日午後１時３０分～
６日・１９日午後１時３０分
～

６日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

２１日
午後１時３０分～

２５日
午前９時～

１日午前９時３０分～
１５日午後１時３０分～

２１日午後１時３０分～
２７日午後２時～精神保健相談（無料）…電話予約

※１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健康受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。２．歯科相談は、常時
各保健センターで行っています（要電話予約）。
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地
域
の
方
が
先
生
に

読書週間とは…読書の楽しさ

を訴えることで、すべての世代

の人たちに本に親しむきっか

けを作ってほしいという運動

です。


